
特
集
・
家
族
機
能
と
自
治
体
行
政
③

相
談
活
動
と
連
携

①
老
人
相
談
と
老
人
ケ
ア

山
本
文
子
・
丹
野
利
子
・
岩
崎
晴
子

　
我
々
は
、
毎
日
の
仕
事
を
通
し
て
介
護
を
要

す
る
よ
う
に
な
っ
た
老
人
を
、
ひ
と
つ
の
家
族

で
支
え
る
こ
と
の
困
難
さ
を
痛
感
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
要
介
護
老
人
の
扶
養
問
題
は
、

在
宅
ケ
ア
か
施
設
ケ
ア
か
の
選
択
を
迫
り
、
ま

た
、
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
老
人
本
人
の
気
持
ち
と

家
族
側
の
気
持
ち
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
出
会
う
こ

と
も
多
い
。
し
か
も
、
要
介
護
老
人
に
対
す
る

施
策
ぱ
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
三
領
域
に
ま

た
が
り
、
適
切
な
時
期
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を

老
人
と
家
族
に
提
供
す
る
こ
と
は
、
予
想
外
に

多
く
の
困
難
を
伴
う
こ
と
に
な
る
。
老
人
や
家

族
の
意
向
、
近
隣
の
か
か
わ
り
、
各
セ
ク
シ
ョ

ン
の
情
況
把
握
の
時
期
と
そ
の
か
か
わ
り
方
と

援
助
内
容
、
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
な
ど
・
…
我
々

は
、
こ
こ
で
、
老
人
と
家
族
に
サ
ー
ビ
ス
が
導

入
さ
れ
る
過
程
を
追
い
つ
つ
、
各
セ
ク
シ
ョ
ン

の
具
体
的
な
仕
事
の
内
容
に
触
れ
な
が
ら
、
老

人
相
談
と
老
人
ケ
ア
の
あ
り
方
を
考
え
て
み
た

い
と
思
う
。

Ａ
氏
の
場
合

　
Ａ
氏
は
、
七
十
七
歳
の
男
性
。
七
十
二
歳
の

白
内
障
の
妻
と
の
二
人
暮
ら
し
で
あ
る
。
一
男

二
女
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
家
を
出
て
家
庭
を
持
っ

て
お
り
、
長
男
家
族
は
ス
ー
プ
の
さ
め
な
い
距

離
に
居
住
し
て
い
る
。
妻
は
若
い
頃
か
ら
地
区

活
動
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
町
内
会
役
員
等
）
に
熱
心
で
不

在
が
ち
。
停
年
退
職
後
の
Ａ
氏
は
妻
不
在
中
は

妻
の
揃
え
た
お
か
ず
で
朝
か
ら
晩
ま
で
酒
を
飲

み
、
寂
し
さ
を
紛
わ
し
て
い
た
。
そ
ん
な
折
、

妻
不
在
中
に
玄
関
の
段
差
で
転
倒
、
右
大
腿
頚

部
を
骨
折
し
、
Ｋ
病
院
に
入
院
と
な
っ
た
。
老

人
に
と
っ
て
大
腿
骨
骨
折
は
ね
た
き
り
生
活
の

引
金
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
現
在
で
は
長
期
臥

床
に
よ
る
機
能
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
高
齢
者
で

も
積
極
的
に
手
術
、
早
期
の
機
能
回
復
訓
練

　
（
以
下
、
リ
ハ
と
略
）
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
Ａ
氏
も
入
院
に
よ
り
手
術
、
早
期
リ
ハ
が
行

わ
れ
た
が
、
主
治
医
よ
り
歩
行
は
無
理
、
日
常

動
作
も
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
周
り
の
者
の
見
守
り

①
老
人
相
談
と
老
人
ケ
ア

②
保
健
室
に
お
け
る
相
談
活
動
と
他
機
関
と
の
連
携

③
児
童
相
談
所
の
役
割
と
課
題

一
―
Ａ
氏
の
場
合

ニ
―
Ａ
氏
に
関
す
る
各
機
関
の
役
割

三
―
病
院
に
お
け
る
老
人
相
談
と
老
人
ケ
ア

四
―
保
健
所
に
お
け
る
老
人
相
談
と
老
人
ケ
ア

五
―
福
祉
事
務
所
に
お
け
る
老
人
相
談
と
老
人
ケ

　
　
ア

六
―
老
人
ケ
ア
の
質
を
高
め
る
た
め
に

が
必
要
と
説
明
さ
れ
た
た
め
、
「
高
齢
で
目
の

悪
い
妻
の
介
護
は
困
難
」
と
長
男
は
長
期
入
院

を
希
望
し
た
。
そ
こ
で
主
治
医
は
Ｋ
病
院
の
相

談
室
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
（
以
後
、
Ｍ
Ｓ

Ｗ
と
略
、
仕
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
後
述
）
を

紹
介
し
た
。
同
じ
頃
、
地
区
保
健
婦
は
、
胃
癌

検
診
の
際
に
、
Ａ
氏
の
妻
が
Ａ
氏
の
退
院
を
不

安
に
思
っ
て
い
る
等
の
情
報
を
得
た
た
め
、
病

院
の
Ｍ
Ｓ
Ｗ
に
連
絡
を
入
れ
た
。
そ
の
後
、
三

回
に
わ
た
っ
て
Ｍ
Ｓ
Ｗ
に
よ
り
家
族
の
面
接
が

行
わ
れ
た
。
面
接
の
主
な
内
容
は
、
妻
が
Ａ
氏

を
ど
う
看
て
い
き
た
い
か
の
気
持
の
整
理
と
。

そ
の
問
題
を
子
供
全
員
に
投
げ
か
け
て
「
親
の

看
取
り
」
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
を
与
え
た
。
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個
別
適
応
力
の
譲
成
へ
向
け
て

病
院
・
保
健
所
・
福
祉
事
務
所
の
連
携
の
中
で

-



保健所 地域 Ａ氏及び家族の変化

・地区での胃癌検診時にケース入院

　中の情報を得る

・地域での老人介護教室開催

　（Ｓ61.6～Ｓ61.11　月１回で計

　６回）

・妻より直接の相談でなく周囲の人

　より「今、Ａさん大変なのよ」と

　何気ない会話を保健婦にしてくれ

　る
・妻、地区の役員をしているため保

　健所の各種行事に参加している

・回復レベル歩行無理に困惑

・長男より妻の病気（白内障）理由に入

　院延期の希望をする

　婦で同行訪問する

　接し、在宅サービスの説明をする

　【問題点１】

　　退院後寝ている事が多く、機

　　能低下が予想される

　　食事もベット上でとっていた

　(援助)

　・寝ていることによる、身体的精神

　　的な機能低下と説明し、人間とし

　　ての尊厳を維持するためにどうあ

　　ったらよいか話す。

　・起床位の時間を増やす

　・食事は居間に出て椅子に腰かけ

　　て食べること

　・妻の介護の大変さを認めてあげる

　・ＡＤＬのチェック

　　べットから立位、立位からつかま

　　り歩行、室内移動の動作を確認す

　　る

　・残存機能維持の運動

　・訪問看護婦導入

【問題点２】

　　血圧が高いが医療につながっ

　　ていない

　（援助）

　・近医に往診依頼

　・訪問看護婦訪問時に主治医往診の

　　日程調整し、保健婦同行訪問をす

　　る

　・在宅ヶアの指示をあおぐ

・看護教室終了後に、事後の会とし
　て学習会が継続されつつある
・ボランティア活動について考える
　組織ができつつある

　【問題点１】
　　退院後寝ている方が楽とほとんど

　　ペットに臥床している

・妻、Ａ氏の関係がギクシャクしてい

　る。言葉のはしはしにＡ氏への非難が

　感じられる

・Ａ氏やる気をなくしている

(Ａ氏及び妻の変化)

・訪問の声を聞くとベヅト上で寝ていた

　Ａ氏が慌てて起き上り居間の椅子に坐

　る
・日中起坐位でテレビをみる様になった

・食事も居間で食べている

・妻、看護教室に参加しながら

　｢動けなくなったんですもの、看てあ

　げなくちゃね｣と自分自身への納得と

　受容ができてきた

　入浴介助についての介護方法についで

　周囲の人へ意見をきいていた

・Ａ氏、立位、伝い歩き動作は初回訪問

　時に比べると、耐久力、スピードもつ

　き、スムースに安定した移行動作がで

　きるようになった
・飲酒は諦めた様で、その代り間食が多

　ぐなった
　主治医往診で肝臓腫脹がなくなってき

　ている
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→相談に来所した旨の連絡が入る

（援助）

・妻を通じて介護経験者が福祉事務

　所にギャジベット申請に行く

　【問題点１】

　　(本人と家族の意向にギャップ)

　・本人は早く家に帰りたい、トイレも迷

　惑かけないでできる、酒ものみたい。

ギャップの要因

1.妻は地区活動があり、四六時中家には

　いられない

2.息子は妻の体を心配して、引き取りに

　反対しており、妻の態度は息子の意見

　を聞いて、老人病院への転院を希望

3.飲酒問題

　受傷前は気付け薬とお茶がわりに飲

　酒、若い頃の酒癖が前面に語られるが

　最近は暴力なくグチっぽい

　過去の飲酒問題で夫婦、親子関係がギ

　クジャクしている

　(家族の思いの変化)

長男：これ迄通り患者が自分の身が処せ

　るならば在宅可能だろうが、歩けない

　ならダメ(自分の家庭生活は変えられ

　ない)

長女：家が遠く直接手伝えないが、何と

　なく病院より家に帰った方がよいので

　はないか

二女：患者の判断能力、介護程度からも

　家庭介護を出来る範囲で協力

妻：老人病院の医療出費によって生活費

　が切りつめられること、娘からの援

　助、助言に力づけられ、保健所や地域

　の人達からの協力が得られそうなこと

　から家庭介護にした上で病院利用を考

　えるようになった

　(退院にむけて)

室内手すりつけ、ギャジベット、ポータ

ブルトイレ導入への動きがでる

Ａ氏：在宅方向が決まってからは、訓

　練、病棟生活にも積極性が認められる

　ようになった

・妻の友人が、買い物の手伝い、食
　事の心づかい、精神的な支えなど、
　種々の面での援助

（援助）

・参加者より、今後の高齢化社会を

　考えた時、地域の助け合い、ボラ

　ンティア活動の必要性の発言あり

・Ａ氏の飲酒問題について地域の人

　より情報提供あり

・妻、町内の介護経験者に相談に行

　く

【問題点１】

　(在宅ケアに対しての不安)

・夫入院中だが、退院が迫っている

　が、自分一人で在宅で看ていける

　か不安であると教室の中で発言す

　る

(援助)

　今後この様な問題が多くなる。地

　域として考えていけることはない

　かと参加者に問いかける

【問題点２】

　　Ａ氏の飲酒問題把握

　　在宅ケア不安の一因を知る

・病院ワーカーへ上記問題と、在宅

　ケア適応の有無と病状経過につい

　ての電話連絡を入れる

(援助）

　在宅ケアになった時の在宅サービ

　スや訪問看護制度について説明す

　る



表―１　Ａ氏をめぐる三領域のかかわり
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（
面
接
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は
表
―
１
参

照
)
。
そ
の
結
果
、
長
男
夫
婦
も
消
極
的
な
が
ら

在
宅
療
養
を
認
め
る
よ
う
に
な
り
、
娘
達
も
で

き
る
限
り
の
協
力
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
利
用
可
能
な
在
宅
サ
ー
ビ
ス

を
紹
介
し
、
福
祉
事
務
所
に
具
体
的
な
手
続
に

行
く
よ
う
に
指
導
し
、
病
院
内
で
日
常
生
活
用

具
、
手
す
り
造
設
な
ど
理
学
療
法
士
を
混
じ
え

て
検
討
し
た
。

　
間
も
な
く
福
祉
事
務
所
か
ら
ペ
ッ
ト
、
ポ
ー

タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
室
内
要
所
手
す
り
が
そ
な
え

ら
れ
、
術
後
八
週
目
、
妻
子
に
迎
え
ら
れ
Ａ
氏

は
上
機
嫌
で
退
院
し
た
。
退
院
後
は
福
祉
事
務

所
と
保
健
所
が
関
わ
り
、
訪
問
看
護
婦
が
派
遣

さ
れ
、
日
毎
に
立
位
、
歩
行
の
耐
久
性
も
向
上

し
、
手
す
り
の
伝
い
歩
き
で
ト
イ
レ
ま
で
自
力

で
行
き
、
排
泄
は
完
全
に
自
立
で
き
て
い
る
。

　
妻
は
相
変
ら
ず
地
区
活
動
で
不
在
に
な
る
こ

と
が
あ
る
が
、
日
中
は
テ
レ
ビ
を
見
、
用
意
さ

れ
た
食
事
は
一
人
で
食
べ
、
生
活
行
動
範
囲
は

狭
い
な
が
ら
も
身
辺
自
立
は
確
立
さ
れ
て
い

る
。
入
院
前
の
状
況
と
違
う
と
こ
ろ
は
、
入
浴

に
介
助
を
要
す
る
事
だ
が
、
娘
が
定
期
的
に
手

伝
い
に
来
た
り
、
又
近
所
の
人
達
の
支
え
で
妻

も
何
と
か
今
ま
で
通
り
の
地
区
活
動
を
続
け
な

が
ら
夫
の
介
護
に
と
頑
張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
Ａ
氏
は
訪
問
看
護
婦
の
訪
問
を
心
待
ち

に
し
て
お
り
、
謡
曲
を
う
た
っ
て
く
れ
た
り
、

残
さ
れ
た
機
能
維
持
の
た
め
の
運
動
を
積
極
的

に
行
う
よ
う
に
な
っ
た
。

ニ
―
Ａ
氏
に
関
す
る
各
機
関
の
役
割

①
―
病
院

　
Ａ
ケ
ー
ス
は
比
較
的
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
ケ

ー
ス
ワ
ー
ク
展
開
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
妻
を

要
に
親
子
関
係
が
良
く
保
た
れ
た
た
め
で
あ
っ

た
。
Ａ
氏
家
族
が
、
今
回
の
危
機
に
対
す
る
対

応
の
中
か
ら
、
変
化
に
対
す
る
耐
性
や
対
応
の

手
順
を
養
わ
れ
た
こ
と
は
幸
い
で
あ
っ
た
が
、

今
後
、
在
宅
生
活
を
送
る
中
で
問
題
が
出
て
く

る
可
能
性
は
大
き
い
。
現
段
階
で
は
施
策
利
用

を
通
じ
て
相
談
調
整
機
能
を
持
つ
保
健
所
や
福

祉
事
務
所
に
キ
ー
を
継
ぐ
こ
と
に
し
た
。

　
こ
の
事
例
か
も
Ｍ
Ｓ
Ｗ
の
役
割
を
整
理
す
る

と
、
①
老
人
と
家
族
が
疾
病
に
よ
っ
て
受
け
た

心
理
的
混
乱
状
況
の
中
か
ら
そ
れ
は
誰
に
と
っ

て
の
問
題
で
ど
こ
に
影
響
し
、
当
事
者
は
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
、
問
題
を
整
理

す
る
役
割
、
②
整
理
し
た
問
題
を
、
医
療
面
、

生
活
面
に
亘
っ
て
当
事
者
達
が
、
解
決
に
向
け

て
ど
う
推
し
進
め
て
い
く
か
、
調
整
す
る
役

割
、
③
①
、
②
の
経
過
の
中
か
ら
、
老
人
と
家

族
が
疾
病
に
よ
っ
て
受
け
た
生
活
上
の
変
化
に

対
し
、
有
益
な
諸
制
度
、
諸
施
策
を
活
用
ナ
る

こ
と
で
、
退
院
後
の
生
活
不
安
を
や
わ
ら
げ
る

と
と
も
に
、
具
体
的
に
は
保
健
所
や
福
祉
事
務

所
そ
の
他
の
老
人
サ
ー
ビ
ス
提
供
等
の
機
関
に

円
滑
に
引
き
継
ぐ
役
割
、
以
上
、
三
つ
に
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
特
に
医
療
機
関
で
の
相
談
機
能
の
重
要
性

は
、
こ
の
事
例
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
当
初

長
期
入
院
し
か
選
択
の
余
地
が
な
い
と
思
っ
て

い
た
家
族
が
、
相
談
過
程
の
中
で
。
在
宅
生
活

へ
の
見
通
し
を
た
て
退
院
に
至
っ
て
い
る
こ
と

の
中
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

②
―
保
健
所

　
Ａ
氏
と
の
関
り
は
、
一
言
で
全
て
に
お
い
て

タ
イ
ム
リ
ー
な
対
応
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
一
つ
は
入
院
中
に
地
区
内
で
「
老
人

家
庭
看
護
教
室
」
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
、
二
つ

は
こ
の
教
室
の
中
で
妻
が
在
宅
ケ
ア
の
不
安
を

発
言
し
、
参
加
者
に
問
題
を
投
げ
か
け
た
こ

と
、
三
つ
め
は
そ
の
問
題
が
同
時
期
に
病
院
内

に
も
浮
上
し
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
問

題
解
決
の
た
め
短
期
間
に
関
係
機
関
が
同
じ
方

針
を
も
っ
て
か
か
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

　
保
健
婦
活
動
は
地
区
の
中
で
住
民
の
健
康
問

題
の
ニ
ー
ド
、
情
報
を
把
握
し
、
問
題
解
決
の

た
め
に
何
が
必
要
で
、
自
分
の
役
割
は
何
か
を

考
え
て
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
と
展
開
さ
せ
て
い
く

事
で
あ
る
。
今
回
は
た
ま
た
ま
入
院
中
に
把
握

し
た
欄
題
で
あ
っ
た
が
、
在
宅
適
応
か
否
か
に

つ
い
て
入
院
先
に
問
い
合
わ
せ
る
と
同
時
に
Ａ

氏
と
家
族
の
生
活
状
況
の
情
報
を
適
宜
取
り
入

れ
、
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
今
ま
で
多
く
の
ケ
―
ス
は
「
退
院
連
絡
」
と

い
う
形
で
継
続
看
護
と
し
て
の
訪
問
指
導
が
行

わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
退
院
に
こ
ぎ
つ
け
る
ま

で
の
本
人
や
家
族
の
困
惑
・
戸
惑
い
の
経
過
を

知
る
機
会
が
少
い
。
今
回
は
そ
の
調
整
が
病
院

と
地
域
で
行
わ
れ
た
事
は
幸
い
で
あ
っ
た
。
し

か
し
患
者
や
家
族
の
多
く
は
疾
病
の
予
後
や
、

介
護
力
、
生
活
へ
の
影
響
等
の
不
安
を
持
ち
な

が
ら
退
院
し
て
く
る
。
実
際
、
退
院
し
て
み
る

と
病
院
と
家
庭
で
の
療
養
生
活
は
大
き
く
違

い
、
そ
こ
に
又
新
た
な
問
題
を
生
じ
る
。

　
そ
の
あ
た
り
の
調
整
が
訪
問
指
導
で
行
わ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
訪
問
指
導
は
患
者
や
家

族
が
、
病
院
生
活
か
ら
、
工
夫
と
応
用
に
よ
っ

て
い
か
に
快
適
な
在
宅
療
養
を
行
う
か
を
援
助

し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
他
地
域
や
第
三

者
の
わ
ず
か
な
支
え
に
よ
っ
て
在
宅
医
療
が
継

続
で
き
る
こ
と
が
多
い
。

　
Ａ
氏
は
退
院
後
は
寝
て
い
る
方
が
楽
と
寝
た

き
り
の
生
活
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
全
く

ね
た
き
り
に
な
っ
た
時
の
体
と
心
の
変
化
、
人

間
と
し
て
の
尊
厳
を
失
わ
な
い
た
め
に
自
分
は

ど
う
あ
っ
た
ら
よ
い
か
、
自
分
が
在
宅
療
養
者

と
し
て
と
る
べ
き
努
力
を
話
し
合
っ
た
結
果
、

最
低
限
の
身
辺
自
立
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
今

日
で
あ
る
。

③
―
福
祉
事
務
所

　
Ａ
氏
の
場
合
に
は
退
院
前
に
医
療
機
関
か
ら

福
祉
事
務
所
へ
紹
介
が
あ
っ
た
た
め
、
住
宅
等

の
環
境
条
件
を
整
備
し
、
準
備
の
上
、
退
院
と

な
っ
た
。
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
に
つ
い
て
は
、
勧
め

た
が
、
妻
が
高
齢
で
白
内
障
が
あ
る
が
、
ま
だ

家
事
が
で
き
る
事
と
娘
が
定
期
的
に
入
浴
介
助
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に
来
て
い
る
事
か
ら
、
今
の
所
は
希
望
し
て
い

な
い
。
将
来
的
に
困
っ
た
時
に
は
利
用
で
き
る

よ
う
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
一
時
入
所
等
と
共
に

紹
介
に
と
ど
め
て
い
る
。
今
後
、
適
宜
、
関
係

機
関
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
制
度
導
入
を
勧

め
て
い
く
積
り
で
あ
る
。

　
Ａ
氏
の
場
合
の
よ
う
に
医
療
相
談
室
の
整
備

さ
れ
て
い
る
病
院
が
ら
退
院
し
た
ケ
ー
ス
は
、

問
題
が
整
理
さ
れ
て
紹
介
さ
れ
て
く
る
が
、
多

く
は
家
族
が
不
安
を
抱
え
た
ま
ま
退
院
後
の
相

談
に
く
る
。
又
、
特
殊
ベ
ッ
ト
や
住
宅
設
備
改

良
等
の
制
度
を
知
ら
な
い
た
め
に
、
高
額
な
自

費
負
担
を
し
て
い
る
事
も
多
い
。
老
人
や
障
害

者
の
入
院
患
者
を
抱
え
て
い
る
医
療
機
関
と
し

て
は
、
施
策
等
を
十
分
周
知
し
、
で
き
る
限
り

早
い
う
ち
に
保
健
所
や
福
祉
事
務
所
に
連
絡
す

る
相
談
体
制
を
拡
充
し
て
欲
し
い
も
の
で
あ

る
。

　
Ａ
氏
の
場
合
に
は
医
療
機
関
で
あ
ら
か
じ
め

整
理
さ
れ
て
い
た
た
め
、
福
祉
事
務
所
の
援
助

内
容
が
比
較
的
簡
易
で
あ
っ
た
が
、
次
に
Ｂ
子

の
例
か
ら
福
祉
事
務
所
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

と
な
っ
て
関
係
機
関
に
紹
介
し
、
連
携
し
た
プ

ロ
セ
ス
を
紹
介
し
た
い
。

Ｂ
子
の
例

　
Ｂ
子
（
六
十
歳
、
六
十
三
歳
の
夫
と
二
人
暮

ら
し
）
は
、
疲
労
が
重
な
り
脳
溢
血
で
倒
れ
左

片
マ
ヒ
と
な
っ
た
が
、
早
期
に
リ
ハ
専
門
病
院

で
リ
ハ
ビ
リ
を
終
了
し
、
病
院
か
ら
の
紹
介
に

よ
り
、
身
障
手
帳
の
申
請
、
住
宅
設
備
改
良

　
（
風
呂
場
の
手
す
り
、
及
び
洋
式
ト
イ
レ
の
改

造
）
、
特
殊
ペ
ッ
ト
等
の
日
常
生
活
用
具
の
申

請
の
た
め
福
祉
事
務
所
へ
来
所
す
る
。

　
担
当
の
所
見
で
は
、
Ｂ
子
は
退
院
時
、
室
内

歩
行
が
で
き
る
の
に
、
日
中
一
人
き
り
で
と
か

く
ペ
ッ
ト
に
寝
た
ま
ま
で
い
る
よ
う
で
あ
る
。

家
事
に
障
害
は
あ
る
が
、
自
力
で
可
能
な
事
も

多
い
。
こ
の
よ
う
に
、
本
人
は
退
院
後
リ
ハ
ビ

リ
や
家
事
に
対
す
る
意
欲
が
低
下
し
、
又
、
夫

も
妻
の
障
害
に
対
し
て
は
諦
め
な
が
ら
も
リ
ハ

ビ
リ
へ
の
理
解
が
薄
く
、
過
保
護
に
振
舞
う
面

が
見
受
け
ら
れ
た
。
本
人
、
家
族
共
、
障
害
受

容
が
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
在
宅
で

の
リ
ハ
ビ
リ
指
導
と
本
人
の
家
事
へ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
を
促
す
指
導
の
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
た
た
め
、
保
健
婦
へ
紹
介
し
た
。

　
保
健
婦
の
側
で
は
、
医
療
機
関
か
ら
本
人
の

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
経
過
資
料
を
取
り
寄

せ
、
在
宅
の
ジ
ハ
指
導
に
つ
い
て
訪
問
看
護
婦

と
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
み
、
夫
に
も
障
害
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
る
よ
う
指
導
し
て
く
れ
る
事

と
な
っ
た
。
又
、
保
健
所
で
月
一
～
二
回
行
わ

れ
て
い
る
リ
ハ
教
室
へ
の
参
加
も
勧
め
て
い
く

事
と
な
っ
た
。

　
か
か
わ
り
後
の
ケ
ー
ス
検
討
会
で
訪
問
看
護

の
実
施
内
容
、
現
時
点
の
リ
ハ
ビ
リ
の
評
価
、

ヘ
ル
パ
ー
派
遣
内
容
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
家
事
に
つ
い
て
は
洗
濯
は
直
立
姿
勢
は

良
い
の
で
洗
濯
機
は
使
用
で
き
る
が
、
干
す
事

は
ベ
ラ
ン
ダ
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
ず
で
き
な

い
。
掃
除
機
は
身
体
が
不
安
定
と
な
る
た
め
で

き
な
い
。
調
理
は
、
食
器
洗
い
や
野
菜
の
皮
む

き
等
を
ヘ
ル
パ
ー
と
一
緒
に
始
め
た
方
が
よ

い
。
リ
ハ
ビ
リ
に
つ
い
て
は
訪
問
看
護
婦
が
週

一
回
訪
問
指
導
す
る
が
、
そ
の
間
、
毎
日
、
六

種
の
訓
練
を
自
主
的
に
行
っ
て
い
く
。
月
一
～

二
回
の
ジ
ハ
教
室
は
夫
の
協
力
に
よ
り
参
加
す

る
よ
う
に
し
た
。
又
、
障
害
を
持
っ
た
不
安
か

ら
不
眠
症
状
が
続
い
て
睡
眠
剤
を
使
用
し
て
い

る
せ
い
か
朝
起
き
ら
れ
ず
、
正
午
頃
起
き
て
い

た
が
、
睡
眠
剤
は
や
め
る
方
向
で
ヘ
ル
パ
ー
の

来
訪
時
に
起
床
し
て
、
一
緒
に
家
事
や
リ
ハ
訓

練
を
や
る
よ
う
に
、
日
中
は
な
る
べ
く
起
き
て

い
る
よ
う
に
と
の
方
針
を
決
定
、
又
、
各
々
機

関
や
家
族
と
の
情
報
交
換
の
た
め
に
、
訪
問
時

に
連
絡
帳
に
記
入
を
す
る
等
を
本
人
や
家
族
と

共
に
確
認
し
た
。

　
そ
の
後
、
ヘ
ル
パ
ー
よ
り
、
本
人
の
起
床
時

間
に
合
わ
せ
て
派
遣
時
間
も
早
く
な
り
、
ヘ
ル

パ
ー
と
一
緒
に
家
事
を
始
め
て
い
る
と
の
報
告

も
入
り
、
ジ
ハ
に
つ
い
て
も
訪
問
看
護
婦
の
熱

心
な
指
導
に
意
欲
的
に
は
な
っ
た
よ
う
で
あ
る

が
、
ま
だ
時
折
、
「
死
に
た
い
」
と
の
弱
音
も

出
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
訪
問
看
護
婦
を
中
心

に
受
け
止
め
な
が
ら
指
導
し
て
い
る
。
リ
ハ
教

室
に
つ
い
て
は
、
夫
が
仕
事
で
忙
し
く
協
力
が

得
ら
れ
な
い
時
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
送

迎
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
毎
回
の
出
席
に
な

っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
Ｂ
子
の
場
合
に
は
、
退
院
後
、
緊
急
に
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
を
し
た
た
め
、
開
始
前
に
関
係
機

関
の
ケ
ー
ス
検
討
会
が
で
き
ず
、
各
々
の
機
関

が
動
き
始
め
て
後
に
な
っ
た
が
、
福
祉
事
務
所

の
召
集
に
よ
り
検
討
会
を
行
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
各
々
の
機
関
の
ケ
ー
ス
へ
の
か
か
わ
り
方
の

整
理
、
及
び
共
通
に
知
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
情
報
交
換
を
密
に
行
う
こ
と
が
、
在
宅
生
活

を
支
え
る
た
め
に
必
要
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

三
―
病
院
に
お
け
る
老
人
相
談
と

　
　
　
　
老
人
ケ
ア

①
―
相
談
係
と
し
て
の
Ｍ
Ｓ
Ｗ

　
保
健
・
医
療
の
場
で
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

　
（
医
療
相
談
員
、
以
下
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）
職
を
取
り
入

れ
た
の
は
大
正
後
期
と
歴
史
は
古
い
。
当
初
、

施
療
と
い
う
慈
善
的
生
ぶ
声
で
あ
っ
た
も
の

が
、
戦
後
米
国
の
公
衆
衛
生
体
系
と
制
度
モ
デ

ル
の
導
入
に
よ
っ
て
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
は
保
健
所
を
中

心
に
し
だ
い
に
医
療
機
関
に
も
普
及
し
て
い
っ

た
。
本
市
で
は
、
昭
和
二
十
二
年
保
健
所
法

改
正
の
あ
っ
た
翌
年
、
全
国
に
先
掛
け
て
神
奈

川
保
健
所
に
一
名
の
専
任
を
配
置
し
た
の
を
皮

切
り
に
、
現
在
で
は
四
十
人
の
専
任
Ｍ
Ｓ
Ｗ
が

各
区
保
健
所
、
市
民
・
港
湾
・
友
愛
・
市
大
病

院
で
医
療
社
会
事
業
相
談
に
携
わ
っ
て
い
る
。

又
厚
生
省
の
医
療
従
事
者
調
査
で
は
。
全
国
で

四
千
人
以
上
の
Ｍ
Ｓ
Ｗ
が
、
保
健
・
医
療
の
場

で
就
労
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
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の
人
々
は
、
医
療
福
祉
の
普
及
・
啓
蒙
と
資
質

向
上
を
図
る
専
門
的
職
能
集
団
と
し
て
、
日
本

医
療
社
会
事
業
協
会
を
組
織
し
て
い
る
。
し
か

し
医
療
機
関
に
つ
い
て
言
え
ば
、
国
立
・
自
治

体
立
病
院
の
Ｍ
Ｓ
Ｗ
配
置
率
は
、
全
日
赤
、
全

共
済
、
社
会
福
祉
法
人
立
病
院
の
四
分
の
一
以

注
（
１
）

下
と
い
う
低
率
で
あ
る
た
め
、
ど
こ
の
医
療
機

関
で
も
相
談
窓
口
が
開
か
れ
て
い
る
訳
で
は
な

い
。
行
政
の
中
に
あ
っ
て
、
法
や
施
策
に
直
結

せ
ず
、
民
間
に
あ
っ
て
は
利
益
に
結
び
つ
か
な

い
Ｍ
Ｓ
Ｗ
が
、
保
険
制
度
や
そ
の
通
達
の
中
に

医
療
専
門
職
と
し
て
呼
称
明
示
さ
れ
る
ま
で
に

な
っ
た
の
は
、
一
つ
に
は
医
学
の
進
歩
や
機
械

工
学
の
発
展
に
伴
な
う
医
療
技
術
の
向
上
、
社

会
保
障
の
発
達
と
生
活
水
準
の
向
上
、
核
家
族

化
に
よ
る
家
族
機
能
の
脆
弱
化
と
産
業
界
の
オ

ー
ル
メ
ニ
ュ
ー
化
等
々
、
医
療
を
と
り
ま
く
社

会
環
境
の
大
き
な
変
化
と
複
雑
化
と
い
っ
た
時

の
変
遷
を
背
景
に
、
福
祉
の
持
つ
人
権
擁
護
の

立
場
と
医
療
が
持
つ
健
康
に
対
す
る
社
会
的
責

務
と
の
合
流
点
で
、
ひ
た
す
ら
病
め
る
人
に
視

点
を
据
え
な
が
ら
、
市
民
生
活
齢
抱
え
る
医
療

的
ニ
ー
ズ
と
治
療
専
門
機
関
で
あ
る
病
院
機
能

と
の
調
整
を
職
務
と
し
て
き
た
Ｍ
Ｓ
Ｗ
の
地
道

な
活
動
に
対
す
る
社
会
的
評
価
と
し
て
説
明
さ

れ
る
。
さ
ら
に
は
、
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）

の
一
九
四
六
年
憲
章
で
、
人
間
を
身
体
的
・
精

神
的
・
社
会
的
な
総
合
的
存
在
と
し
て
と
ら

え
、
多
様
な
ニ
ー
ド
に
全
面
的
に
対
応
し
よ
う

と
す
る
「
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
・
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
の

理
念
が
提
唱
さ
れ
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ

の
結
果
、
予
防
か
ら
治
療
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
に
至
る
ま
で
の
医
療
の
一
貫
性
が
求
め
ら

れ
、
現
在
で
は
、
施
策
立
案
び
基
盤
と
な
る
考

え
方
と
し
て
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
統
合
を

目
ざ
し
、
各
機
能
の
有
機
的
連
携
と
効
率
的
健

康
サ
ー
ビ
ス
体
制
が
求
め
ら
れ
る
に
至
っ
て
、

Ｍ
Ｓ
Ｗ
の
必
要
性
が
よ
り
明
確
に
さ
れ
て
き
た

こ
と
が
上
げ
ら
れ
る
。
Ｍ
Ｓ
Ｗ
は
保
健
・
医
療

の
中
に
あ
っ
て
、
福
祉
的
問
題
の
相
談
調
整
係

と
し
て
位
置
し
て
い
る
。

②
―
一
般
病
院
に
み
る
老
人
相
談

ア
数
の
増
加

　
病
院
と
一
言
で
言
っ
て
も
そ
の
中
に
は
大
学

病
院
、
専
門
病
院
、
一
般
病
院
な
ど
が
あ
り
、

そ
の
持
つ
性
格
や
立
地
条
件
・
各
種
特
殊
性
に

よ
っ
て
抱
え
る
問
題
は
少
し
づ
つ
違
い
が
あ
っ

て
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
に
紹
介
さ
れ
る
相
談
に
も
微
妙
に

反
映
さ
れ
て
く
る
。
当
病
院
は
平
均
的
な
地
域

の
中
核
的
一
般
病
院
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
相
談

活
動
の
実
情
を
述
べ
て
み
た
い
。

　
相
談
の
契
機
は
直
接
相
談
が
一
割
、
関
係
機

関
か
ら
三
割
、
残
り
の
六
割
が
院
内
か
ら
の
紹

介
で
あ
る
。
今
日
も
病
棟
か
ら
カ
ル
テ
に
は
さ

ま
れ
た
相
談
依
頼
書
が
届
い
た
。
依
頼
書
に
は

十
項
目
に
分
け
ら
れ
た
依
頼
事
項
の
他
、
問
題

把
握
の
動
機
や
治
療
・
看
護
計
画
と
の
関
係
な

ど
、
相
談
ケ
ー
ス
の
概
要
が
主
治
医
・
婦
長
に

よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
ど
の
依
頼
書
に
も
複

数
項
目
に
○
印
が
つ
き
、
治
療
を
進
め
て
行
く

上
に
影
響
す
る
社
会
的
問
題
の
多
様
さ
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
る
。
十
年
前
、
相
談
の
代
表
的
な
三

項
目
と
し
て
経
済
的
問
題
、
他
病
院
紹
介
、
他

機
関
紹
介
が
上
げ
ら
れ
た
が
、
最
近
で
は
家
族

関
係
、
諸
制
度
利
用
、
入
退
院
時
調
整
の
三
項

目
が
主
と
な
っ
て
、
医
療
の
中
で
生
活
に
立
ち

入
っ
た
援
助
が
求
め
ら
れ
て
い
る
現
状
が
う
か

が
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
コ
ー
メ
デ
ィ
カ
ル
ー
ス
。

タ
ッ
プ
の
拡
充
と
チ
ー
ム
医
輝
の
実
践
の
中
で

医
師
や
看
護
婦
サ
イ
ド
で
問
題
の
早
期
把
握
が

な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
に
も
一
因
ナ
る

が
、
多
彩
な
問
題
要
因
を
は
ら
む
高
齢
患
者
の

全
般
的
な
増
加
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
し
か
に
相
談
室
で
扱
う
相
談
総
件
数
の
う
ち

六
十
五
歳
以
上
の
老
人
相
談
の
割
合
は
、
昭
和

五
十
八
年
度
の
一
二
・
三
％
か
ら
昭
和
六
十
一

年
四
～
九
月
ま
で
の
平
均
で
は
三
三
・
六
％
と

二
一
・
三
％
の
増
加
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は

当
院
の
診
療
圏
内
で
あ
る
中
・
南
・
磯
子
等
周

辺
区
の
急
速
な
高
齢
化
の
進
行
と
連
動
し
て
お

り
、
保
健
所
、
福
祉
事
務
所
の
老
人
相
談
も
同

様
な
増
加
が
み
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

④
相
談
内
容
か
ら

　
匹
疾
病
が
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
る
老
人
相
談

か
ら
み
た
老
人
ケ
ア
の
基
本
は
、
「
孤
独
、
喪

失
感
、
意
気
阻
喪
、
不
安
、
緊
張
と
い
っ
た
心

理
背
景
の
均
衡
を
保
ち
な
が
ら
、
介
助
を
得
る

外
的
条
件
を
満
た
し
、
ゼ
ル
フ
ケ
ア
を
続
け
ら

れ
る
よ
う
援
助
す
る
こ
と
」
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。
と
の
基
本
は
「
健
康
、
経
済
、
愛

情
。
居
甲
斐
、
生
甲
斐
」
の
五
条
件
か
ら
構
成

さ
れ
、
老
人
と
そ
の
周
辺
と
の
関
係
で
こ
の
条

件
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
所
に
問
題
は
表
面
化

し
て
き
て
い
る
。
相
談
を
受
け
な
が
ら
常
に
気

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
。
表
面
化

し
て
い
る
問
題
が
老
人
と
そ
の
周
辺
の
人
た
ち

の
ど
ち
ら
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
問
題
な
の
か
、

背
後
に
あ
る
五
条
件
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
と
両
者

の
相
互
関
係
を
推
し
量
ら
な
け
れ
ば
誤
っ
た
援

助
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
立
て
て
し
ま
い
、
予
想
外
の

結
果
が
引
出
さ
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う
点
で
あ

る
。
こ
こ
に
相
談
の
難
し
さ
と
質
の
高
さ
が
求

め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
と
言
え
る
。

　
当
相
談
室
の
事
業
報
告
か
ら
老
人
相
談
の
み

の
件
数
は
う
ち
出
せ
な
い
が
、
図
―
１
の
援
助

内
容
別
相
談
件
数
の
う
ち
②
⑤
⑦
の
大
半
は
、

老
人
・
障
害
者
の
相
談
で
あ
る
。
実
際
に
Ｍ
Ｓ

Ｗ
へ
持
ち
込
ま
れ
る
老
人
相
談
の
内
容
は
、
お

お
む
ね
次
の
五
つ
に
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来

る
。

ア
入
院
の
希
望
に
つ
い
て

　
一
般
的
に
入
院
は
外
来
受
診
の
上
決
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
が
、
老
人
の
場
合
に
は
、
典
型

的
症
状
、
自
覚
症
状
が
少
な
く
、
お
か
し
い
と

思
っ
て
い
る
う
ち
に
寝
つ
い
て
し
ま
っ
た
り
す

る
こ
と
が
多
く
、
受
診
を
せ
ず
に
直
接
入
院
を

求
め
て
く
る
こ
と
が
多
い
。
大
抵
は
単
身
老
人

や
老
夫
婦
世
帯
、
親
子
二
人
世
帯
と
い
っ
た
家

族
機
能
の
小
さ
く
な
っ
た
老
人
た
ち
で
あ
り
、
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表― 2　医療相談室ケースワーク件数相
談
の
中
で
援
助
関
係
を
掘
り
起
こ
し
な
が
ら

受
診
に
つ
な
げ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
こ
こ
で

問
題
と
な
っ
て
く
る
の
は
入
院
の
基
準
で
あ

る
。
患
者
側
で
は
、
苦
痛
の
程
度
（
人
に
よ
っ

て
幅
が
あ
る
）
、
排
泄
動
作
の
自
立
程
度
を
目

途
に
し
て
、
病
院
の
組
織
・
機
能
に
関
係
な
く

切
端
詰
っ
た
思
い
で
よ
う
や
く
相
談
窓
口
に
た

ど
り
つ
く
こ
と
に
な
る
が
、
受
入
れ
側
は
検
査

・
治
療
方
法
、
安
静
の
程
度
か
ら
決
め
る
た
め

双
方
に
大
き
な
理
解
の
違
い
が
生
じ
る
こ
と
が

あ
る
。
入
院
要
件
を
判
断
す
る
た
め
に
は
、
福

祉
事
務
所
や
民
生
委
員
の
協
力
を
得
て
移
送
手

段
を
確
保
し
受
診
に
継
げ
る
か
、
保
健
所
保
健

婦
の
訪
問
や
開
業
医
の
往
診
を
得
て
判
断
す
る

こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
必
要
な

こ
と
は
入
院
の
要
件
が
満
た
さ

れ
て
い
る
場
合
は
と
も
か
く
、

そ
う
で
は
な
い
場
合
に
は
、
入

院
で
き
な
い
理
由
と
困
っ
た
状

況
の
打
開
方
法
や
社
会
資
源
を
説
明
し
て
こ
そ

相
談
の
意
味
が
出
て
く
る
。

イ
入
院
中
の
受
療
不
適
応
に
つ
い
て

　
一
般
的
に
は
病
気
へ
の
無
理
解
、
治
療
、
医

療
担
当
者
へ
の
不
安
、
不
満
を
ベ
ー
ス
に
問
題

の
言
動
が
現
わ
れ
る
。
老
人
の
場
合
。
環
境
変

化
へ
の
適
応
性
の
低
下
、
生
活
習
慣
の
固
持
、

頑
固
さ
か
ら
、
睡
眠
、
食
事
、
排
泄
に
問
題
が

現
わ
れ
易
い
。
こ
れ
は
看
護
面
で
の
ア
プ
ロ
ー

(1)医療費相談

(2)社会福祉六法の利用

(3)社会保険制度の利用

(4)心理、情諸的問題調整

(5)家族調整

(6)受療問題(療養不適応、無理解)

(7)入退院時調整(転帰先・居宅療養調整)

(8)通院居宅療養指導

(9)職業・学業関係調整

(10)関係機関の利用

(11)他病院紹介

(12)そ　の　他

図― 1　援助内容別相談件数

チ
で
解
消
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
な
お
問
題
を

残
す
場
合
に
は
、
看
護
婦
や
医
者
よ
り
相
談
が

上
げ
ら
れ
て
ぐ
る
．
こ
の
中
に
は
、
徘
徊
や
夜

間
せ
ん
妄
、
興
奮
、
抑
う
つ
な
ど
精
神
症
状
が

強
く
、
適
切
な
医
療
機
関
の
利
用
が
考
え
ら
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
、
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
状
況
の
受
け
止
め
方
や
接
し
方
な
ど
．
家
族

指
導
が
必
要
な
ケ
ー
ス
が
多
く
．
高
齢
患
者
の

増
加
と
共
に
ボ
ケ
問
題
は
年
々
広
が
り
を
み
せ

て
い
る
。

ウ
家
族
関
係
調
整

　
老
人
に
と
っ
て
生
き
る
力
の
源
は
、
家
族
や

そ
れ
に
代
わ
る
人
達
の
中
に
あ
っ
て
居
甲
斐
を

感
じ
る
こ
と
が
第
一
で
あ
る
。
病
気
に
よ
っ
て

体
の
機
能
低
下
が
生
じ
た
時
、
気
う
つ
な
疎
外

感
や
孤
独
に
悩
ま
さ
れ
た
時
、
そ
こ
に
活
力
を

吹
き
込
む
の
は
家
族
の
愛
情
に
外
な
ら
な
い
。

老
人
の
生
活
を
支
え
る
五
条
件
の
う
ち
ど
の
条

件
を
欠
い
て
も
老
人
自
身
大
き
く
バ
ラ
ン
ス
を

崩
す
が
、
健
康
と
い
う
何
物
に
も
替
え
難
い
条

件
を
欠
い
た
時
。
そ
の
心
理
的
影
響
に
は
老
人

と
家
族
の
間
に
ズ
レ
が
生
じ
る
こ
と
が
多
い
。

ま
し
て
身
体
障
害
を
残
す
よ
う
な
場
合
、
そ
れ

も
介
助
量
が
多
く
要
求
さ
れ
る
場
合
、
病
気
や

障
害
に
対
す
る
心
理
的
受
容
経
過
に
こ
の
ズ
レ

は
顕
著
に
現
わ
れ
る
。
こ
の
受
容
過
程
の
時
間

的
ズ
レ
は
、
老
人
と
家
族
両
者
に
と
っ
て
み
れ

ば
、
お
互
い
に
求
め
る
も
の
と
返
っ
て
き
た
答

え
が
違
っ
て
い
る
事
実
に
イ
ラ
立
ち
相
互
の
関

係
を
悪
化
さ
せ
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。
こ

う
し
た
問
題
は
病
人
よ
り
は
、
動
き
が
と
れ
る

家
族
の
側
か
ら
示
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
。
家
族

側
の
抱
い
て
い
る
問
題
が
即
老
人
が
抱
え
て
い

る
問
題
で
は
な
い
こ
と
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
こ

の
点
に
留
意
し
調
整
を
す
す
め
な
け
れ
ば
家
族

の
た
め
の
相
談
と
な
っ
て
「
老
人
ケ
ア
の
基

本
」
か
ら
逸
脱
し
て
し
ま
う
。
こ
の
よ
う
な
相

談
は
老
夫
婦
独
立
型
、
三
世
代
隣
居
型
、
独
居

型
な
ど
相
互
に
生
活
が
見
え
に
く
い
親
子
関
係
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の
間
か
ら
持
ち
こ
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
発
症

以
前
か
ら
劣
悪
な
家
族
関
係
で
な
い
場
合
に
は

　
「
受
容
経
過
の
時
間
的
ズ
レ
」
と
「
看
取
り
に

つ
い
て
」
の
話
し
合
い
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

人
生
の
流
れ
や
子
世
代
の
位
置
が
明
確
に
な
り

親
子
関
係
を
考
え
直
す
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と

が
多
い
。

エ
退
院
時
調
整

　
退
院
先
は
自
宅
、
施
設
、
病
院
と
三
ヵ
所
に

大
別
さ
れ
、
そ
こ
に
向
っ
て
の
具
体
的
ア
プ
ロ

ー
チ
の
段
階
を
言
う
。
ね
た
き
り
・
障
害
老
人

の
総
て
の
入
院
患
者
を
対
象
に
す
る
ま
で
シ
ス

テ
ム
化
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
家
族
関
係
調
整

の
継
続
と
し
て
又
退
院
指
導
の
一
役
と
し
て
、

相
談
室
に
は
、
こ
れ
ら
の
患
者
の
多
く
が
紹
介

さ
れ
て
く
る
。
在
宅
療
養
を
進
め
る
た
め
の
主

治
医
捜
し
、
療
養
指
導
の
継
続
を
願
う
た
め
の

保
健
所
連
携
、
介
護
の
軽
減
を
図
る
た
め
の
日

常
生
活
用
具
や
補
装
具
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス

や
施
設
利
用
の
た
め
の
福
祉
事
務
所
連
繋
、
本

人
の
病
状
、
意
欲
、
経
済
性
、
家
族
関
係
か
ら

判
断
す
る
転
院
調
整
な
ど
、
限
ら
れ
た
入
院
期

間
の
中
で
治
療
の
進
行
状
況
に
合
わ
せ
な
が
ら

調
整
を
進
め
て
い
く
。
し
か
し
、
こ
の
プ
ロ
セ

ス
は
、
患
者
や
家
族
に
と
っ
て
、
頭
で
理
解
す

る
こ
と
は
で
き
て
も
心
で
納
得
す
る
ま
で
に
は

至
ら
ず
、
一
医
療
機
関
だ
け
で
、
完
結
で
き
る

こ
と
で
は
な
く
、
退
院
後
の
機
関
連
携
の
フ
ォ

ロ
ー
に
頼
む
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

オ
在
宅
療
養
に
つ
い
て

　
慢
性
疾
患
を
抱
え
て
在
宅
療
養
し
て
い
る
ね

た
き
り
、
障
害
老
人
や
家
族
に
と
っ
て
、
病
状

の
悪
化
、
家
族
の
介
護
疲
れ
の
心
配
は
切
実
で

あ
る
。
医
療
ケ
ア
の
必
要
度
が
高
い
老
人
の
場

合
は
そ
れ
だ
け
在
宅
療
養
の
実
態
を
理
解
し
て

く
れ
る
医
療
機
関
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ニ
ー
ズ
は
高

く
な
る
が
、
実
際
に
訪
問
看
護
シ
ス
テ
ム
を
持

つ
医
療
機
関
は
限
ら
れ
て
い
る
。
大
方
が
開
業

医
の
往
診
を
頼
む
こ
と
に
な
る
訳
だ
が
、
そ
の

往
診
医
が
少
な
い
現
状
で
は
、
治
療
継
続
を
通

し
て
心
配
、
不
安
を
少
し
で
も
受
止
め
な
が
ら

問
題
を
行
詰
ま
ら
せ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
相
談

機
能
の
必
要
性
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
。
保
健

・
医
療
と
福
祉
の
問
題
を
い
っ
し
ょ
に
抱
え
る

老
人
ケ
ア
を
考
え
る
時
、
各
々
の
機
関
機
能
が

有
機
的
に
連
携
さ
れ
て
初
め
て
、
一
人
の
老
人

相
談
を
受
け
る
体
制
が
作
ら
れ
る
と
言
っ
て
も

過
言
で
な
い
。

注
田
　
「
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ト
カ
ー
の
資
格

　
　
　
制
度
に
関
す
る
検
討
資
料
」
一
九
七
八

　
　
　
年
十
二
月

注
㈲
　
「
リ
ハ
施
設
に
お
け
る
患
者
家
族
の
心

　
　
　
理
」
総
合
り
八
　
十
・
一
九
八
三

保
健
所
に
お
け
る
老
人
相
談

と
老
人
ケ
ア

　
昭
和
五
十
八
年
二
月
に
老
人
保
健
法
が
施
行

さ
れ
た
。
こ
の
法
律
の
「
訪
問
指
導
」
の
条
文

に
保
健
婦
が
位
置
づ
け
ら
れ
、
保
健
婦
へ
の
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
保
健
婦
は
地
方
自
治
体
の
公
的
な
裏
付
け
を

も
っ
て
対
人
保
健
サ
ー
ビ
ス
を
地
域
住
民
へ
提

供
す
る
と
い
う
責
務
を
も
つ
。
そ
の
中
に
受
持

地
区
制
を
と
り
、
き
め
細
く
担
当
地
区
へ
の
責

任
を
も
っ
て
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届
く
よ
う
働
き

か
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
そ
こ
で
地
区
活
動
の
一
つ
の
手
段
と
し
て

　
「
訪
問
指
導
」
が
あ
げ
ら
れ
る
が
。
こ
の
活
動

の
目
的
は
で
き
る
限
り
患
者
が
在
宅
で
療
養
で

き
る
事
を
願
っ
て
援
助
し
て
い
く
こ
と
で
あ

る
。

　
近
年
、
特
に
老
人
問
題
に
お
い
て
は
施
設
ケ

ア
（
病
院
も
含
む
）
か
、
在
宅
ケ
ア
か
、
要
介

護
老
人
を
抱
え
た
家
族
の
悩
む
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
効
果
的
な
在
宅
ケ
ア
を
成
立
さ
せ
る
た
め

に
は
有
機
的
な
三
領
域
、
つ
ま
り
保
健
・
医
療

・
福
祉
の
連
携
が
重
要
と
な
っ
て
く

る
。

　
一
で
は
、
日
頃
の
訪
問
活
動
の
中

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
果
た
し
て

き
た
役
割
を
事
例
を
通
し
て
整
理
を

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
考
え
ら
れ
る
問

題
点
と
今
後
の
課
題
を
述
べ
て
み
た

い
。

①
―
対
象
者
の
把
握
を
め
ぐ
る
連
携

　
相
談
は
あ
く
ま
で
も
相
手
が
主
体

的
に
働
き
か
け
て
く
る
部
分
で
あ

る
。
が
、
効
果
的
に
相
談
機
能
を
生

か
す
た
め
に
は
、
如
何
に
早
期
に
情
報
を
収
集

す
る
か
、
そ
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
対
応
し
て
い

く
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
る
。
そ
こ
で
保
健
所

で
の
老
人
相
談
を
ね
た
き
り
者
訪
問
看
護
事
業

の
中
で
の
対
象
者
の
把
握
状
況
で
述
べ
る
（
表

１
４
参
照
）
。

ア
福
祉
事
務
所
か
ら
の
連
絡
票
よ
り

　
ね
た
き
り
老
人
の
把
握
の
シ
ス
テ
ム
は
既
に

記
載
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
「
ね
た
き
り

老
人
」
は
六
十
五
歳
以
上
で
六
ヵ
月
以
上
ね
た

き
り
状
態
に
あ
る
こ
と
を
条
件
と
す
る
。
つ
ま

り
保
健
所
で
把
握
す
る
時
点
で
は
ね
た
き
り
状

態
が
六
ヵ
月
以
上
を
経
過
し
て
い
る
。
人
間
の

筋
力
、
身
体
機
能
は
、
わ
ず
か
な
期
間
で
も
使

　
　
　
　
　
　
　
注
（
３
）

わ
な
い
で
い
る
と
廃
用
症
候
群
と
し
て
低
下
を

き
た
し
、
特
に
老
人
の
場
合
は
そ
れ
が
著
し

い
。
寝
た
き
り
老
人
は
作
ら
れ
る
と
い
う
ゆ
え

表－4　ねたきり者把握動機
中保健所
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ん
で
あ
る
。
我
々
が
訪
問
し
た
時
点
で
、
「
も
っ

と
早
く
訪
問
し
て
い
た
ら
寝
た
き
り
に
な
ら
ず

に
す
ん
だ
の
に
…
。
」
「
家
族
も
こ
ん
な
に
追
い

込
ま
れ
た
り
苦
労
し
な
い
で
す
ん
だ
の
に
…
。
」

と
残
念
に
思
う
ケ
ー
ス
が
よ
く
あ
る
。
福
祉
事

務
所
の
立
場
か
ら
み
る
と
制
度
上
の
か
ね
あ
い

も
あ
り
仕
方
が
な
い
と
こ
ろ
だ
が
、
保
健
所
の

立
場
か
ら
み
る
と
、
公
衆
衛
生
活
動
の
理
念
の

予
防
活
動
（
疾
病
の
予
防
、
早
期
発
見
、
早
期

治
療
、
早
期
リ
ハ
等
）
を
目
的
と
す
る
な
ら
ば
、

対
象
者
を
ど
う
い
う
ル
ー
ト
で
早
期
に
把
握

し
、
対
応
し
て
い
く
か
を
真
剣
に
考
え
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
地
域
ケ
ア
、
地
域
福
祉
の
た
め

の
ネ
ッ
ト
・
ワ
ー
ク
作
り
が
急
務
で
あ
る
。
そ

し
て
地
域
の
生
活
問
題
、
健
康
問
題
、
福
祉
問

題
を
把
握
し
て
い
る
人
は
民
生
委
員
、
保
健
指

導
員
な
ど
の
地
域
の
自
治
会
の
役
員
で
あ
る
場

合
が
多
く
、
い
か
に
こ
れ
ら
の
人
々
と
密
接
に

連
携
を
と
る
か
に
か
か
っ
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

イ
連
絡
票
以
外
の
福
祉
事
務
所
か
ら
の
把
握

　
最
近
は
こ
の
ル
ー
ト
か
ら
の
情
報
が
増
加
し

て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
家
族
が
直
接
福
祉
事
務

所
へ
、
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
依
頼
、
入
浴
サ
ー
ビ

ス
、
一
時
入
所
、
身
体
障
害
者
認
定
な
ど
の
申

請
に
来
所
し
た
折
、
地
区
担
当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ

ー
よ
り
即
、
地
区
担
当
保
健
婦
に
連
絡
が
入
り

日
程
調
整
を
し
な
が
ら
の
同
行
訪
問
体
制
が
出

き
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
連
携
に
よ
り

ア
の
問
題
点
を
あ
る
程
度
カ
バ
ー
で
き
る
こ
と

に
な
り
非
常
に
効
果
的
で
あ
る
。
又
福
祉
事
務

所
の
面
接
相
談
の
場
で
地
区
担
当
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
と
同
席
面
接
さ
せ
て
も
ら
う
こ
と
も
有
効

で
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
連
携
が
今
後
増
加
し
て

い
く
事
を
期
待
し
た
い
。

ウ
医
療
機
関
か
ら
の
把
握

　
現
在
、
医
療
機
関
か
ら
の
把
握
は
特
定
の
病

院
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
ル
ー
ト
の
な
い

病
院
は
殆
ど
把
握
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ

の
辺
が
今
後
の
課
題
に
な
る
と
こ
ろ
で
は
な
い

か
と
思
う
。
Ｍ
Ｓ
Ｗ
が
居
る
病
院
で
は
、
ル
ー

ト
が
な
く
て
も
連
携
が
取
り
や
す
く
Ｍ
Ｓ
Ｗ
の

存
在
価
値
は
大
き
い
。
又
居
な
い
場
合
、
医
師

や
看
護
婦
や
職
員
が
社
会
資
源
の
活
用
を
知
っ

て
い
る
と
連
絡
が
入
る
が
意
外
と
知
ら
れ
て
い

な
い
。
保
健
所
の
立
場
と
し
て
は
自
分
達
の
業

務
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
事
と
と
も
に
電
話
連
絡
だ

け
で
な
く
、
病
院
や
主
治
医
訪
問
を
す
る
中
で

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
い
く
姿
勢
も

必
要
で
あ
る
。
何
と
い
っ
て
も
地
域
の
医
師
会

や
開
業
医
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
る
。
又
、
保

健
婦
と
し
て
反
省
す
る
こ
と
は
、
と
も
す
る
と

通
院
中
、
入
院
中
と
な
る
ホ
ツ
と
し
て
病
院
や

主
治
医
、
ケ
ー
ス
や
家
族
と
の
連
絡
が
途
絶
え

が
ち
と
な
る
。
地
域
か
ら
医
療
へ
の
か
か
わ
り

は
入
退
院
の
依
頼
に
終
る
こ
と
な
く
、
一
貫
し

て
か
か
わ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
。

　
医
療
機
関
は
治
療
が
優
先
す
る
の
は
当
然
で

あ
る
が
、
老
人
や
障
害
者
、
慢
性
疾
患
の
場

合
、
生
活
、
家
族
、
介
護
能
力
の
調
整
が
必
要

と
な
る
場
合
が
多
い
。
必
要
に
応
じ
て
関
係
職

種
の
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
が
設
け
ら
れ
る
と

一
度
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
の
役
割
や
情
報
交

換
が
で
き
て
有
効
な
在
宅
ケ
ア
が
つ
く
ら
れ

る
。
医
療
側
と
し
て
も
地
域
の
受
け
皿
の
体
制

を
知
る
こ
と
に
よ
り
施
設
ケ
ア
で
な
く
在
宅
ケ

ア
ヘ
と
導
入
さ
れ
る
結
果
と
も
な
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

エ
保
健
婦
活
動
の
中
か
ら
の
把
握

　
こ
の
領
域
か
ら
の
把
握
が
増
加
す
る
こ
と
が

保
健
婦
と
し
て
の
願
い
で
あ
る
、
し
か
し
願
っ

て
も
そ
う
簡
単
に
対
象
者
把
握
の
ル
ー
ト
に
は

な
り
得
な
い
。
そ
れ
は
保
健
婦
自
身
の
日
頃
の

地
区
活
動
と
自
治
会
、
町
内
会
、
住
民
と
の
密

接
な
関
係
が
で
き
て
い
る
か
否
か
に
か
か
わ
っ

て
く
る
だ
け
に
厳
し
い
評
価
と
な
っ
て
く
る
。

　
医
療
、
福
祉
か
ら
の
連
絡
を
待
つ
だ
け
で
な

く
、
保
健
婦
は
あ
ら
ゆ
る
地
区
活
動
の
中
で
い

つ
も
情
報
収
集
の
ア
ン
テ
ナ
を
は
っ
て
お
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
意
外
と
住
民
は
社
会
資
源

の
活
用
を
知
ら
な
い
。
広
域
的
な
「
広
報
よ
こ

は
ま
」
、
「
各
区
だ
よ
り
」
、
各
関
係
機
関
、
自

治
会
等
の
事
業
に
つ
い
て
も
関
心
の
あ
る
も
の

に
は
目
を
向
け
る
が
、
な
い
も
の
は
通
過
し
て

し
ま
う
。
関
心
を
促
す
た
め
に
は
何
が
必
要
か

と
考
え
た
時
、
情
報
は
「
人
か
ら
人
べ
伝
わ

る
」
と
い
う
性
質
上
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り

を
育
て
る
様
な
地
域
へ
の
働
き
か
け
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
人
を
介
さ
ず
に
必
要
な
時
に
は

必
要
な
扉
を
ノ
ッ
ク
で
き
る
住
民
と
行
政
と
の

関
係
を
つ
く
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

　
先
頃
、
東
京
都
の
あ
る
地
区
で
は
、
地
域
に

　
「
御
用
聞
き
」
に
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
と
い

う
記
事
を
み
た
。
老
人
保
健
法
の
保
健
婦
へ
の

期
待
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
福
祉
事
務
所
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

も
訪
問
指
導
等
の
地
区
活
動
の
有
効
性
を
述
べ

て
い
る
こ
と
に
も
う
か
が
え
る
。

　
保
健
婦
は
受
持
地
区
制
を
と
り
地
域
に
深
く

入
り
こ
み
、
住
民
の
生
活
に
密
着
し
た
と
こ
ろ

で
活
動
し
て
い
る
た
め
、
住
民
に
と
っ
て
は
身

近
な
存
在
で
あ
り
、
第
一
線
の
情
報
を
得
る
職

種
と
自
負
し
て
い
る
が
、
意
外
に
保
健
所
を
活

用
す
る
方
法
を
知
ら
な
い
事
に
驚
い
た
。
老
人

保
健
法
施
行
後
の
横
浜
市
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

（
「
老
人
保
健
事
業
実
態
調
査
報
告
書
」
昭
和
六

十
年
三
月
）
に
お
い
て
も
四
○
歳
以
上
で
保
健

所
を
「
利
用
し
た
と
と
が
あ
る
」
人
は
、
二
八

・
五
％
の
比
率
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
何
故
な
の

か
、
を
自
分
自
身
に
問
い
か
け
な
が
ら
職
務
を

果
た
す
今
日
で
あ
る
。
し
か
し
、
保
健
婦
の
能

力
、
力
量
に
も
限
界
が
あ
り
、
毎
年
の
業
務
分

析
を
し
て
も
地
区
活
動
（
訪
問
指
導
を
除
く
）

の
割
合
は
増
加
し
た
と
し
て
も
約
一
二
％
で
あ

る
。
老
人
保
健
法
に
よ
り
保
健
婦
の
保
健
婦
業

務
が
明
確
化
さ
れ
た
ま
で
は
よ
い
が
、
保
健
婦

一
人
二
万
人
弱
の
受
持
人
口
で
は
力
量
に
も
限

界
が
あ
る
。
最
近
、
し
わ
寄
せ
が
出
て
い
る
と

こ
ろ
は
前
段
の
「
訪
問
指
導
」
で
あ
る
。

　
「
訪
問
指
導
」
は
「
個
」
か
ら
家
族
、
そ
し
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て
「
集
団
」
へ
の
関
り
の
展
開
で
き
る
地
区
活

動
の
基
本
的
な
手
段
で
あ
り
、
逆
に
、
「
集
団
」

は
「
個
」
へ
と
細
分
化
で
き
る
基
本
的
な
手
段

で
も
あ
る
。
そ
の
様
な
点
か
ら
住
民
の
公
衆
衛

生
活
動
の
基
盤
に
な
る
。
保
健
婦
活
動
の
量

的
、
質
的
な
向
上
の
た
め
に
人
的
保
障
も
必
要

で
は
な
か
ろ
う
か
。

②
―
援
助
内
容

　
訪
問
看
護
事
業
の
主
な
援
助
内
容
は
、
田
具

体
的
な
基
礎
的
看
護
方
法
、
(
２
)
在
宅
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
、
(
３
)
社
会
資
源
の
活
用
方
法
、
（
４
）

バ
イ
ク
ル
サ
イ
ン
の
観
察
方
法
、
（
６
）
患
者
及
び

家
族
へ
の
精
神
的
援
助
、
（
７
）
家
族
関
係
の
調

整
、
（
８
）
医
療
機
関
の
調
整
、
(
９
）
介
護
の
工
夫
、

(
1
0
)
家
族
の
健
康
管
理
等
々
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
こ
れ
は
、
先
に
述
べ
た
対
象
者
の
把
握
に
よ

り
。
訪
問
活
動
が
展
開
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、
援

助
内
容
は
す
な
わ
ち
、
相
談
内
容
と
も
な
る
。

つ
ま
り
、
訪
問
を
糸
口
に
潜
在
し
て
い
た
問
題

が
次
か
ら
次
へ
と
顕
在
化
し
て
く
る
。
住
民
の

あ
る
人
は
「
保
健
婦
さ
ん
て
、
人
生
相
談
み
た

い
な
仕
事
ネ
」
と
言
っ
た
が
、
実
際
「
そ
の
通

り
」
で
あ
る
と
思
っ
た
。
私
自
身
、
そ
う
あ
り

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
つ
ま
り
、
人
々
は
健
康
障
害
を
発
端
に
様
々

な
人
生
の
問
題
に
ぶ
つ
か
る
。
患
者
や
家
族
の

生
活
を
脅
や
か
す
人
間
生
活
の
危
機
は
健
康
障

害
（
肉
体
的
、
精
神
的
）
に
始
ま
る
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
又
、
そ
れ
を
逆
に
言
え
ば

生
活
の
積
み
重
ね
の
中
か
ら
健
康
障
害
が
始
ま

る
と
も
い
え
る
。
故
に
保
健
婦
は
住
民
の
生
活

と
共
に
健
康
に
関
す
る
仕
事
を
す
る
職
種
で
あ

り
、
生
活
の
中
か
ら
健
康
を
守
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
健
康
相
談
と
い
う
専

門
的
武
器
を
し
の
ぼ
せ
た
「
人
生
相
談
」
「
な

ん
で
も
屋
」
で
あ
る
の
が
保
健
婦
の
専
門
性
か

な
、
と
思
う
こ
の
頃
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
相
談

の
窓
口
と
な
り
そ
れ
を
関
係
機
関
や
職
種
に
つ

な
げ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー
的
な
役
割
も
大
き

い
。
そ
れ
だ
け
に
よ
り
、
「
連
携
性
」
が
問
わ

れ
る
期
待
性
の
高
い
職
種
で
あ
る
よ
う
に
も
思

　
最
後
に
老
人
相
談
に
か
か
わ
る
中
で
強
く
感

じ
る
こ
と
は
、
在
宅
ケ
ア
の
基
本
と
な
る
も
の

は
こ
れ
ま
で
の
家
族
関
係
が
大
き
く
影
響
し
て

く
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
家
族
調
整
」
が

援
助
内
容
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
ろ

う
。
歪
ん
だ
家
族
関
係
が
出
来
上
っ
た
と
こ
ろ

で
の
調
整
は
非
常
に
き
っ
い
仕
事
で
あ
り
、
時

々
む
な
し
さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
仕

事
を
通
し
て
痛
感
す
る
こ
と
は
、
「
家
族
と
は

何
か
」
、
「
家
族
は
ど
う
あ
っ
た
ら
よ
い
の
か
」
。

　
「
夫
婦
と
は
…
」
「
親
子
と
は
…
」
「
子
育
て

は
…
」
等
々
、
老
人
問
題
か
ら
子
育
て
問
題
ま

で
に
た
ど
り
つ
く
。
老
人
問
題
は
母
子
関
係
か

ら
始
ま
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
我
夕
の
仕
事
は

ど
ち
ら
も
大
事
に
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
た

め
に
豊
か
な
老
後
を
送
る
た
め
援
助
し
て
い
き

た
い
。

注
（
3
）
廃
用
症
候
群
と
は
、
体
を
使
わ
な
い
で

　
　
　
い
る
こ
と
に
よ
り
、
身
体
の
機
能
が
低

　
　
　
下
し
て
ぐ
る
こ
と
。

福
祉
事
務
所
に
お
け
る
老
人

相
談
と
老
人
ケ
ア

　
福
祉
事
務
所
の
福
祉
援
護
係
は
生
活
保
護
法

を
除
く
い
わ
ゆ
る
福
祉
五
法
（
身
障
・
精
薄
・

老
人
・
児
童
・
母
子
）
、
婦
人
保
護
の
相
談
窓

口
及
び
各
種
手
当
の
受
付
窓
口
に
な
っ
て
い
る

が
、
窓
口
に
は
専
任
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
な

い
た
め
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
当
番
制
に
よ
り
交

替
で
対
応
し
て
い
る
。

　
相
談
件
数
、
相
談
分
類
は
各
区
の
地
域
的
特

性
に
よ
り
異
な
る
が
、
中
区
に
お
い
て
は
本
市

高
齢
化
率
第
二
位
を
反
映
し
て
、
毎
日
二
十
～

三
十
人
の
相
談
の
う
ち
老
人
相
談
が
多
く
を
占

め
て
い
る
。

①
―
相
談
経
路

ア
民
生
委
員
か
ら
の
連
絡

　
老
人
福
祉
法
で
ひ
と
り
暮
ら
し
老
人
、
ね
た

き
り
老
人
の
把
握
は
地
域
の
民
生
委
員
か
ら
の

連
絡
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
た
め
、

民
生
委
員
か
ら
の
把
握
が
最
も
多
い
。
そ
の
連

絡
票
を
も
と
に
、
保
健
所
で
は
必
ず
保
健
婦
が

訪
問
す
る
事
に
な
っ
て
い
る
が
、
初
回
訪
問
に

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
も
同
行
す
る
と
個
別
ケ
ー
ス

の
状
況
把
握
、
医
療
と
福
祉
の
問
題
整
理
、
制

　
度
紹
介
が
一
緒
に
で
き
て
効
果
的
で
あ
る
。
家

　
族
は
あ
ら
か
じ
め
制
度
を
知
っ
て
お
け
ば
、
問

　
題
が
生
じ
た
時
に
対
応
が
で
き
、
将
来
の
見
通

　
し
を
持
つ
事
が
で
き
不
安
に
陥
ら
な
い
で
す

　
む
。
又
、
情
報
案
内
と
し
て
は
、
ね
た
き
り
老

　
人
の
見
舞
金
の
給
付
と
一
緒
に
施
策
の
パ
ン
フ

　
レ
ッ
ト
を
送
付
し
て
い
る
が
、
制
度
の
詳
細
が

　
わ
か
ら
な
い
た
め
に
申
請
に
つ
な
が
ら
な
い
家

　
族
が
多
く
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
具
体
的
な
説

　
明
に
よ
り
、
始
め
て
申
請
に
至
る
こ
と
も
訪
問

　
相
談
の
利
点
で
あ
る
。

イ
直
接
来
所

　
　
老
人
相
談
は
本
人
よ
り
も
家
族
か
ら
の
相
談

が
多
い
が
、
中
に
は
本
人
が
、
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
相
談
や
将
来
を
案
じ
て
制
度
に
つ
い
て
聞

き
に
く
る
例
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

ウ
保
健
所
、
医
療
機
関
か
ら
の
紹
介

　
継
続
訪
問
を
行
っ
て
い
る
保
健
婦
の
情
報
か

　
ら
制
度
紹
介
や
、
保
健
所
の
地
域
看
護
教
室
等

　
の
地
域
活
動
に
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
も
参
加
す
る

　
こ
と
に
よ
り
参
加
者
か
ら
相
談
を
受
け
た
り
す

　
る
こ
と
も
あ
る
。

　
　
医
療
機
関
か
ら
は
、
退
院
後
の
相
談
や
リ
ハ

　
ビ
リ
の
終
了
、
痴
呆
症
状
出
現
に
よ
る
転
院
等

　
の
相
談
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
エ
福
祉
事
務
所
、
保
護
課
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
か

　
ら
の
紹
介

　
　
被
保
護
世
帯
の
う
ち
老
人
の
占
め
る
割
合
も

多
く
三
分
の
一
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
老
人
世

帯
の
処
遇
方
針
に
つ
い
て
の
相
談
も
増
加
し
て
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い
る
。

オ
近
隣
家
主
等
の
紹
介

　
近
隣
や
家
主
等
か
ら
の
相
談
は
痴
呆
老
人
等

で
、
何
と
か
し
て
欲
し
い
と
い
う
よ
う
な
苦
情

に
近
い
形
で
相
談
を
受
け
る
事
が
多
い
。

②
―
相
談
内
容

　
福
祉
事
務
所
に
持
ち
込
ま
れ
る
相
談
内
容
は

主
に
次
の
よ
う
に
大
別
さ
れ
る
。
①
介
護
の
問

題
、
②
医
療
に
関
す
る
こ
と
、
③
経
済
的
困
窮

に
関
す
る
こ
と
、
④
そ
の
他
、
各
種
の
制
度
施

策
の
申
し
込
み
、
以
上
の
中
で
は
介
護
に
関
す

る
相
談
が
最
も
多
い
。
単
身
老
人
、
老
夫
婦
世

帯
、
共
稼
ぎ
の
二
世
代
・
三
世
代
同
居
世
帯
の

増
加
に
よ
り
、
介
護
上
の
問
題
が
深
刻
化
し
て

い
る
。
医
療
に
関
わ
る
相
談
と
し
て
は
、
一
般

病
院
か
ら
老
人
病
院
へ
の
転
院
相
談
、
痴
呆
症

状
の
対
応
に
つ
い
て
、
脳
卒
中
治
療
後
の
リ
ハ

ビ
リ
、
ま
た
、
入
院
中
の
差
額
ベ
ッ
ト
、
付
添

看
護
料
の
支
払
困
難
の
相
談
、
退
院
後
の
往
診

医
等
医
療
機
関
の
紹
介
や
か
か
り
方
ま
で
様
々

で
あ
る
。
ま
た
、
初
回
の
相
談
や
継
続
的
に
か

か
わ
っ
て
い
る
中
で
も
経
済
的
に
困
窮
し
て
い

る
例
も
多
く
、
生
活
保
護
や
年
金
の
係
に
紹
介

し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
身
障
手
帳
の
申
請
や
特
殊
ペ
ッ
ト

や
ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
紙
オ
ム
ツ
、
あ
ん
し

ん
電
話
等
の
日
常
生
活
用
具
の
給
付
、
住
宅
設

備
改
良
の
給
付
、
居
室
整
備
資
金
貸
付
申
請
、

入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
寝
具
乾
燥
等
の
福
祉
施
策
の

申
し
込
み
に
か
か
わ
る
相
談
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
初
回
相
談
で
は
、
相
談
者
の
訴
え
は
、
そ
の

家
族
内
で
の
混
乱
し
た
状
態
が
そ
の
ま
ま
反
映

さ
れ
て
い
た
り
、
訴
え
方
も
「
と
に
か
く
入
院

さ
せ
て
欲
し
い
」
と
い
う
よ
う
に
家
族
の
一
方

的
判
断
で
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
も
多
い
。

　
相
談
を
受
け
る
側
と
し
て
は
、
ま
ず
相
談
者

の
訴
え
を
十
分
に
聞
い
た
上
で
、
何
回
か
の
面

接
や
訪
問
を
通
し
て
整
理
し
て
い
く
事
が
大
切

で
あ
る
。

③
―
援
助
内
容

　
窓
口
で
は
主
訴
を
十
分
に
受
け
取
め
、
そ
の

段
階
で
整
理
で
き
る
事
、
紹
介
で
き
る
制
度
等

を
一
応
説
明
す
る
が
、
多
く
は
地
区
担
当
に
引

き
継
ぎ
継
続
的
に
関
わ
る
。
引
き
継
ぎ
を
受
け

た
地
区
祖
当
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
面
接
や
訪
問

に
よ
り
、
個
々
に
応
じ
た
対
応
を
し
て
い
く

が
、
施
策
に
結
び
つ
け
る
場
合
で
も
老
人
や
家

族
の
意
思
と
そ
れ
に
伴
う
条
件
、
施
策
導
入
の

時
期
や
方
法
等
も
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
例
え
ば
老
人
ホ
ー
ム
の
相
談
に
の
る
場
合
、

単
に
家
族
に
老
人
ホ
ー
ム
か
在
宅
か
の
選
択
を

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
現
状
で
は
老

人
ホ
ー
ム
の
入
所
ま
で
に
一
年
～
一
年
半
位
の

待
機
と
な
り
、
そ
の
間
を
ど
う
過
ご
す
か
も
大

き
な
問
題
で
あ
る
。
在
宅
で
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
や

一
時
入
所
を
利
用
し
な
が
ら
待
て
る
の
か
、
そ

ん
な
余
裕
も
な
く
老
人
病
院
を
紹
介
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
も
あ
る
。
そ
か
な
時
で
も
単
に
老
人

病
院
の
リ
ス
ト
を
渡
す
だ
け
で
は
相
談
と
は
言

い
難
い
。
本
人
の
気
持
ち
と
し
て
は
老
人
ホ
ー

ム
や
老
人
病
院
に
は
入
り
た
く
な
い
が
、
家
族

と
し
て
は
看
ら
れ
な
い
。
理
由
は
家
族
問
題
研

究
会
で
分
析
し
た
よ
う
に
、
本
人
の
身
体
状
況
、

家
族
の
介
護
力
、
本
人
及
び
家
族
の
経
済
状
況
、

住
宅
状
況
等
が
あ
げ
ら
れ
、
止
む
を
得
な
い
事

情
も
あ
る
が
、
本
人
や
家
族
の
気
持
ち
の
整
理

や
調
整
の
為
、
一
定
の
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
本

人
の
納
得
の
も
と
で
行
う
必
要
が
あ
る
。

　
ま
た
、
在
宅
生
活
を
送
る
場
合
で
も
一
時
入

所
、
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
、
デ
イ

・
サ
ー
ビ
ス
…
…
…
…
と
単
に
「
こ
う
い
う
メ

ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
」
と
い
う
情
報
案
内
と
提

供
だ
け
で
は
済
ま
な
い
問
題
が
あ
る
。

　
老
人
ホ
ー
ム
の
一
時
入
所
で
も
家
族
と
し
て

は
介
護
疲
れ
や
急
用
等
か
ら
、
す
ぐ
さ
ま
使
い

た
い
が
、
初
め
て
の
利
用
の
場
合
に
は
本
人
は

た
い
て
い
不
安
を
示
し
、
嫌
が
る
。
こ
の
場

合
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
や
保
健
婦
が
安
心
を
促

し
た
り
、
老
人
ホ
ー
ム
の
見
学
を
し
た
り
、
時

に
は
ホ
ー
ム
の
方
か
ら
出
向
い
て
も
ら
っ
た
り

し
て
安
心
さ
せ
る
等
の
工
夫
を
す
る
。

　
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
も
他
人
に
よ
る
介
護
の
た

め
、
必
ず
し
も
始
め
か
ら
ス
ム
ー
ズ
に
行
く
訳

で
は
な
い
。
本
人
が
拒
否
的
だ
っ
た
り
、
遠
慮

が
ち
で
あ
っ
た
り
、
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
た

が
ら
な
か
っ
た
り
、
何
を
し
て
欲
し
い
か
整
理

で
き
な
か
っ
た
り
で
、
何
回
か
通
う
内
に
信
頼

関
係
を
作
っ
て
か
ら
、
家
事
援
助
に
入
っ
て
い

く
こ
と
も
あ
る
。

　
医
療
に
か
か
わ
る
相
談
は
福
祉
事
務
所
が
単

独
に
判
断
で
き
な
い
事
が
多
く
、
医
療
機
関
の

医
師
、
Ｍ
Ｓ
Ｗ
、
保
健
所
の
保
健
婦
と
Ｍ
Ｓ
Ｗ

と
の
連
携
の
も
と
に
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　
痴
呆
老
人
に
つ
い
て
は
、
保
健
所
の
老
人
精

神
衛
生
相
談
に
繋
な
げ
。
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
も

加
わ
り
、
相
談
に
の
っ
た
り
、
痴
呆
の
一
時
入

所
の
利
用
や
ボ
ケ
老
人
を
抱
え
る
家
族
の
会
に

紹
介
し
な
か
ら
、
対
応
し
て
い
る
。

老
人
ケ
ア
の
質
を
高
め
る

た
め
に

　
従
来
の
在
宅
ケ
ア
は
、
在
宅
施
策
も
乏
し
く

家
族
の
介
護
に
全
面
的
に
依
存
す
る
と
い
っ
た

方
法
し
か
な
か
っ
た
。
緊
急
や
困
っ
た
時
の
援

助
方
法
は
、
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
措
置
も
し
く
は

老
人
病
院
へ
の
長
期
入
院
と
言
っ
た
よ
う
な
形

で
行
わ
れ
て
き
た
。

　
今
日
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
発
展
や
在
宅

老
人
施
策
の
充
実
に
よ
り
、
老
人
ケ
ア
は
老
人

と
そ
の
家
族
を
含
め
た
形
で
支
援
し
て
い
く
と

い
う
新
た
な
展
開
が
可
能
と
な
っ
た
。

　
要
介
護
老
人
と
そ
の
家
族
が
生
活
を
送
る
中

で
生
起
す
る
様
々
な
問
題
、
物
理
的
障
害
・
家

族
間
の
葛
藤
・
精
神
的
な
不
安
等
に
直
接
ア
プ

ロ
ー
チ
し
、
老
人
と
そ
の
家
族
が
そ
の
関
係
性
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を
保
ち
な
が
ら
在
宅
で
の
生
活
を
保
障
す
る
事

に
焦
点
が
あ
て
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　
相
談
機
能
の
必
要
性
も
又
、
こ
う
し
た
視
点

の
中
で
、
問
い
直
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ

①
―
相
談
機
能
の
意
義

　
前
章
で
は
事
例
検
討
や
各
機
関
の
相
談
援
助

の
あ
り
方
を
み
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
、
三
機

関
の
相
談
機
能
の
意
義
と
し
て
共
通
に
言
え
る

こ
と
を
ま
と
め
て
み
た
い
。

　
老
人
の
要
介
護
状
態
に
直
面
し
た
家
族
は
、

問
題
の
混
乱
と
動
揺
の
た
だ
中
に
あ
り
、
相
談

機
能
な
く
し
て
問
題
の
整
理
や
見
通
し
を
も
つ

こ
と
は
難
し
い
。
老
人
の
初
回
相
談
で
は
、
ま

ず
老
人
と
そ
の
家
族
が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を

的
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
と
な
る
。

こ
の
時
点
で
問
題
の
整
理
と
見
通
し
を
も
つ
こ

と
が
で
き
た
家
族
は
心
理
的
に
安
定
し
、
以
後

の
老
人
ケ
ア
ヘ
の
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
す
こ
と

が
で
き
る
。
一
方
、
援
助
す
る
行
政
機
関
の
側

で
は
、
制
度
施
策
の
適
用
を
背
景
に
も
っ
て
い

る
た
め
、
状
況
把
握
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、
単
な
る
身
上
相
談
に
終
始
せ
ず
、
そ
の
老

人
と
家
族
に
と
っ
て
よ
り
有
効
な
施
策
を
適
用

で
き
る
。
こ
の
施
策
の
適
用
に
あ
た
っ
て
は
、

単
に
資
格
要
件
の
適
否
に
当
て
は
め
る
だ
け
で

は
な
く
、
。
十
分
に
利
用
者
に
施
策
の
内
容
を
情

報
提
供
し
た
上
で
選
択
さ
せ
る
こ
と
、
本
人
や

家
族
の
納
得
の
も
と
に
適
用
し
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　
さ
ら
に
、
老
人
ケ
ア
の
目
的
は
施
策
の
紹

介
、
適
用
で
完
結
す
る
訳
で
は
な
く
、
適
宜
、

そ
の
施
策
の
効
果
や
世
帯
状
況
の
変
化
に
気
を

配
り
、
新
た
な
ニ
ー
ド
の
発
見
や
対
応
方
法
の

検
討
等
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
つ

ま
り
、
要
介
護
老
人
と
そ
の
家
族
が
、
在
宅
に

よ
る
生
活
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
支
援

が
継
続
的
で
あ
る
事
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
し
て

継
続
的
に
援
助
す
る
過
程
の
中
で
、
各
機
関
の

対
応
と
役
割
が
よ
り
一
層
明
確
に
な
っ
て
く

る
。

　
ま
た
、
一
機
関
内
で
解
決
し
切
れ
な
い
問
題

を
適
宜
、
他
機
関
へ
繋
げ
る
こ
と
が
可
能
ど
な

る
の
で
あ
る
。

②
―
そ
の
評
価
を
め
ぐ
っ
て

　
以
上
、
相
談
機
能
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
て

き
た
が
、
そ
の
評
価
に
つ
い
て
は
行
政
の
中
で

も
、
そ
の
位
置
づ
け
は
確
立
さ
れ
た
も
の
と
は

言
い
難
い
。

　
相
談
過
程
そ
れ
自
体
を
考
え
た
場
合
、
そ
の

効
果
が
相
談
者
と
の
関
係
性
の
中
に
し
か
成
立

し
な
い
も
の
で
あ
り
、
客
観
的
に
測
定
し
ず
ら

い
こ
と
、
又
、
ひ
と
つ
の
施
策
に
繋
げ
た
と
し

て
も
そ
の
効
果
を
確
認
で
き
る
ま
で
に
は
長
い

時
間
を
要
す
る
場
合
も
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に
相

談
の
中
身
よ
り
も
数
量
化
さ
れ
易
い
相
談
件
数

や
資
源
活
用
状
況
に
評
価
基
準
が
置
か
れ
て
い

る
等
の
問
題
が
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
中
で
、
か
か
わ
る
職
員
は
、
各

々
の
機
関
の
性
格
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
老
人
ケ

ア
に
努
力
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
相
談
機
能
が
発
揮
さ
れ
る
た
め
に
は
、
相
談

者
の
状
況
を
冷
静
に
汲
み
取
っ
て
い
く
客
観
性

と
丁
寧
さ
と
余
裕
を
持
っ
た
時
間
が
必
要
と
な

る
た
め
、
そ
れ
を
可
能
に
す
る
質
と
人
的
体
制

が
不
可
欠
と
な
る
。

③
―
連
繋
を
円
滑
に
す
る
た
め
の
条
件

　
最
後
に
老
人
ケ
ア
の
質
を
高
め
る
た
め
に
、

関
係
機
関
の
連
繋
は
、
必
須
で
あ
り
そ
れ
を
円

滑
に
す
る
た
め
の
条
件
に
つ
い
て
特
に
次
の
六

点
に
つ
い
て
あ
げ
て
お
き
た
い
。

①
医
療
機
関
、
保
健
所
、
福
祉
事
務
所
、
各
々

の
機
関
の
機
能
は
異
な
る
が
、
老
人
相
談
を
受

け
る
所
と
し
て
は
共
通
し
て
い
る
た
め
、
ま
ず

相
談
者
が
始
め
て
訪
れ
た
所
で
は
、
訴
え
を
受

け
止
め
て
か
ら
見
通
し
を
立
て
、
適
時
必
要
な

機
関
に
廻
す
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
よ
く
話

も
十
分
に
聞
か
な
い
内
に
タ
ラ
イ
廻
し
さ
れ
て

い
る
何
も
見
ら
れ
る
。

②
他
機
関
を
紹
介
す
る
場
合
に
は
、
各
機
関
の

機
能
や
役
割
、
施
策
等
を
熟
知
し
て
い
な
い
と

紹
介
が
適
切
で
な
か
っ
た
り
す
る
。

③
保
健
所
等
は
直
接
施
策
を
実
施
し
て
い
な
い

が
、
単
に
福
祉
事
務
所
へ
紹
介
す
る
だ
け
で
は

な
く
、
紹
介
し
た
が
利
用
し
た
か
、
利
用
し
て

ど
う
だ
っ
た
か
、
制
度
の
ど
う
い
う
所
が
問
題

か
、
不
足
し
て
い
る
も
の
は
何
か
、
他
の
方
法

は
、
等
ケ
ー
ス
の
問
題
を
共
有
し
な
が
ら
相
談

に
の
っ
て
い
く
事
も
重
要
で
あ
る
。
そ
の
場

合
、
相
互
の
機
関
の
問
題
点
も
批
判
し
合
え
る

よ
う
な
関
係
を
作
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

④
情
報
交
換
を
密
に
行
う
事
は
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

作
り
に
は
必
須
条
件
で
あ
る
。

⑤
ケ
ー
ス
検
討
会
に
よ
り
、
統
一
し
た
処
遇
方

針
の
確
立
も
必
要
で
あ
る
。
特
に
最
近
の
よ
う

に
多
く
の
機
関
や
人
が
か
か
わ
る
時
に
は
か
か

わ
る
人
全
員
で
確
認
し
な
い
と
対
応
が
バ
ラ
つ

き
、
本
人
や
家
族
が
と
ま
ど
う
こ
と
に
も
な

る
。
又
、
方
針
を
立
て
る
際
に
は
、
専
門
的
意

見
を
押
し
つ
け
が
ち
に
な
る
が
、
注
意
す
べ
き

で
あ
る
。

⑥
そ
れ
ら
の
個
々
の
ケ
ー
ス
の
連
け
い
を
通
し

て
全
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
、
合
同
研
修
や

連
絡
会
議
等
の
必
要
性
も
あ
る
。

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
統
合
が
最
も
求
め
ら

れ
て
い
る
老
人
ケ
ア
に
お
い
て
、
老
人
と
家
族

を
核
に
す
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
か
ら
ア
プ
ロ

ー
チ
の
方
法
と
連
携
を
蓄
積
し
た
と
こ
ろ
に
、

老
人
ケ
ア
の
基
本
的
視
点
を
成
り
立
た
せ
る
こ

と
は
、
早
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
時
、
三
分
野
に
共
通
す
る
相
談
機
能
の

意
味
は
、
と
り
わ
け
、
重
要
な
鍵
と
考
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。

＜
山
本
文
子
・
港
湾
病
院
相
談
室
ケ
ー
ス
ワ
ー

カ
ー
／
丹
野
利
子
・
中
保
健
所
保
健
婦
／
岩
崎

晴
子
・
中
区
福
祉
援
護
係
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
＞
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